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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ミトコンドリア酸化リン酸化複合体I（ニコチンアミドアデニンジヌクレオチド：ユビキノン酸化還元酵素）のサブユニットです。複合体Iはミトコンドリア内膜に局在し、ニコチンアミドアデニンジヌクレオチドの脱水素反応とコエンザイムQへの電子伝達を担います。複合体Iの欠損は、酸化リン酸化疾患において最もよく見られる欠陥であり、致死的な新生児疾患、肥大型心筋症、肝疾患、成人発症型神経変性疾患など、様々な病態を引き起こします。この遺伝子の偽遺伝子は、5番染色体、7番染色体、8番染色体上に存在します。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2015年7月],機能：ミトコンドリア膜呼吸鎖NADH脱水素酵素（複合体I）の補助サブユニット。触媒作用には関与していないと考えられている。複合体IはNADHから呼吸鎖への電子伝達に機能する。この酵素の直接電子受容体はユビキノンであると考えられている。,類似性：複合体I LYRファミリーに属する。,サブユニット：哺乳類の複合体Iは45の異なるサブユニットから構成される。,
	研究分野
	酸化的リン酸化、アルツハイマー病、パーキンソン病、ハンチントン病、
	画像データ
	

	COLO205細胞および293細胞のライセートをNDUFB9抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	NDUFB9 抗体を使用した COLO205 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	1：500に希釈したNDUFB9ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	1：500に希釈したNDUFB9ポリクローナル抗体を用いた293細胞のウェスタンブロット分析

